
資料番号 6

議案第 5号

寒川町情報公開条例の一部改正について

却 '1町情報公開条例の一部を改正する条例を次のように定める。

平成 22年 2月 25日提出

J月島相原案可決
寒川町長 山  上  貞  夫

提案理由

寒川町情報公開審査会の委員の守秘義務遠反に対する罰則規定を追加する等の条文

の整備を図るため提案する。

上記ほ原本と相達ない

平成22年 3月 23日

継都寒隅繰長をあ大



寒川町情報公開条例新十日対照表

現行 改正案

目次

第 1章 ～第 5章  (略 )

第 6章  雑 員」(第 27条 一第 33条 )

Ft貝J

～略～

(審査会の権限等)

第 18条 (略)

2  3 (略 )

4  第 1項及び第 2項 に定めるものの1まか、審査

会は、審査を行 うため必要があると認めると

きは、不服申立人、参加入

_ヌ は実施機関(以下 「不服申立人等Jと い

う。)に対して意見若 しくは説明又は必要な書

類の提出を求めること、適当と認める者に対

してその知つている事実を陳述させ、又は鑑

定を求めることその他必要な調査をすること

ができる。

(略)

(力,え る)

6 (略)

～略～

(答申書の送付等)

22条  (略 )第

(加える)

次

第 1章 ～第 5章  (略 〉

第 6章  雑 則 (第27条 一第 33条 )

第 7章  罰 則 (第34条 )

附則

～略～

(審査会の権限等)

18条  (略 )第

(llS)

第 1項及び第 2項 に定めるもののほか、審査

会は、審査を行 うため必要があると認めると

きは、不服申立人、参加入 (審査会の許可を得

て 文 は索若会の求めに麻 じて審杏会の会議

に参加する利害関係人をい う。以下同じ。)ヌ

は実施機関(以下 「不服申立人等Jと い う。)

に対 して意見若 しくは説明又は必要な書類の

提出を求めること、適当と認める者に対 して

その知つている事実を陳述させ、又は鑑定を

求めることその他必要な調査をすることがで

きる。

(略)

審査会は、前条第 1項 の目的を達成するため

必要があると認めるときは、次の事項につい

て、実施機関に対 し音見を述べることができ

る。

(1)情 報公開に関する事項であって 客 否カ

通 じて、意見を述べる必要があると認めた

事項

(2)椿 査に関する事項

7(略 )

～略～

(答申書の送付等)

第 22条 (略)

2 審 査会は、諮問に対する答申をする場合にお

いて、必要があると認めるときは、当該諮問

をした実施機関に対 し、当該答申に関連する

情報公開に関する事項について必要な措置を

講すること々求めることがで吉るト



(加える)

～略～

(加える)

(力Hえる)

3  実 施機関は、前項の規定による求めに応 じ、

措置を譲 じたときはその旨を、措置を語 じな

いときはその旨及び理由を、遅滞なく、審査

会に通知するものとする。

～略～

第 7章  罰 則

(罰則)

第 34条  第 1'条 第 6項 の規定に違反 して秘密

を漏 らした者は、1年 以下の懲役又は 500,00

0円 以下の罰金に処する。

附 則

この条例は、公布の日から施行する。ただ

し、目次の改正規定並びに第 33条 の次にお名及

び 1条 をカロえる改正規定は、平成 22年 7月 1日

から施行する.
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ｔ


